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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～ 市内の農産物

直売所情報▶

寒い季節を彩る「干し柿」
　本市では古くから柿が栽培され、ころ柿などの干し柿づくりが行われてきま
した。干し柿づくりでは、皮をむいたあと軸枝に縄を結んでつるし、乾燥して
渋みを抜きます。干し柿が並ぶオレンジ色の鮮やかな「柿のれん」は絶景です。
　また、柿はビタミンＡ・Ｃ、カロテン、カリウムなどが豊富に含まれており、
「柿が赤くなると医者が青くなる」ということわざがあるほど栄養価の高い果
物です。
　本市産の干し柿は、馬牛沼産直センターやおもしろいし市場などで12月下
旬からの販売を予定しています。ぜひご賞味ください。

▲オレンジ色の鮮やかな
「柿のれん」

火災予防の大切さを学ぶ
第16回幼年消防クラブのつどい

　10月23日、ひかり幼稚園で「第16回幼年消
防クラブのつどい」が行われ、園児たちが火災
予防の大切さを学びました。この日は、年長組
の園児55人が参加し、消火活動をイメージし
たバケツリレーや放水作業を体験。参加した園
児は「火遊びは絶対にしません！」と話してく
れました。

▲バケツリレーで火を消すゲームをする園児たち

親子で楽しくあそびうた
あきらちゃん・あんこちゃんコンサート

　11月14日、ふれあいプラザで「あきらちゃん・
あんこちゃんコンサート」を行いました。これ
は、親子のコミュニケーションを深めてもらお
うと地域子育て支援センターとしろいし母親ク
ラブが共同で企画。本市のすまｉ

い
るキッズアン

バサダーのあきらちゃんたちと「白石うーめん
体操」などを踊り、親子で楽しく遊びました。

▲親子であそびうたを楽しむ参加者たち

だれもが楽しめる秋の一大イベント！
第44回白石市農業祭・白石市福祉まつり2024

り体験、姉妹都市の登別市・海老名市物産展な
どが行われました。
　また、福祉まつりでは、車いす体験、市内の
ボランティア団体・福祉施設・小中学生の作品
展示、手芸作品・手作りお菓子・鉢花の販売な
どが行われ、会場は多くの人たちの笑顔であふ
れていました。

　11月９日、10日の両日、ホワイトキューブ
で農業祭と福祉まつりが同時開催されました。
農業祭では、新米・新鮮野菜・果物などの地場
産品やA５ランク仙台牛の特別販売、大人気の
米俵相撲が行われ、参加者には白石産ササニシ
キを贈呈。さらに楽しいステージイベントのほ
か、子どもたちに人気の搾乳体験、ころ柿づく

１_会場を彩った見事な作品の数々　２_大盛況だった白石市民吹奏楽団
のステージイベント　３_白熱の米俵相撲！　熱戦が繰り広げられました
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


